
 

  

①  不用品がリユース品として受け付けできるものか確認する。 

▍リユース品の持ち込み方法 

世田谷区では、まだ使用できるものの、家では不要になってしまい、やむを得ず粗大ごみとして出してい

たものを、粗大ごみとして廃棄する前に、リユース品として持ち込んでいただける「世田谷区不用品持ち込

みスポット」を設置し、粗大ごみのリユースを促進させる仕組みの実証実験を行っています。 

※リユース…使用済製品やその部品等を繰り返し使用すること。 
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 粗大ごみのリユース促進の実証実験 

ご み 減 量 ・ リ サ イ ク ル 通 信  

受け付けできるもの 受け付けできないもの 

本来の使用に支障がなく、 

譲ったとしても次に使う方が気持ちよく 

使うことができるもの 

破損や目立つ汚れのあるもの、においのあるもの、

劣化が激しい状態のもの、 

3 辺の合計が 180cm を超える大きな家具、 

寝具、家電リサイクル法対象家電 など 

 
②  持ち込みの事前予約をする。 

・粗大ごみを廃棄する目的でのご利用はご遠慮ください。 
・持ち込みの対象者は世田谷区民です。 
・持ち込み時は、必ず運転免許証など住所が確認できる身分証をご提示ください。

また、18 歳未満及び高校生の方からは引き取りができません。 
！ 

特集 

③  ｢世田谷区不用品持ち込みスポット｣へ持ち込む。 

スポットに到着したら、スタッフの誘導に従い、持ち込んだ

ものをお渡しください。 

荷物の積み下ろしは持ち込まれた方自身で行ってください。 

世田谷区不用品持ち込みスポット 
世田谷区喜多見１－４－２ 
 ※上記スポットでの実証実験は令和 5 年 3 月 31 日までです。 

集積されているリユース品を引き取ることもできます。（有償または無償） 
詳細については、区ホームページをご覧ください。 

 スポットに関する問い合わせ 

メール：setagayaspot@jmty.jp 電話：080-5915-9330（火曜日定休） 

ＨＰ：https://www.city.setagaya.lg.jp/mokuji/kurashi/004/010/d00193583.html 

 実証実験の内容全般についての問い合わせ 

清掃・リサイクル部 事業課 事業計画担当 

電話：03-6304-3297 FAX：03-6304-3341 

インターネットから、事前予約をしていただく必要があります。 
事前予約がない場合は、持ち込みをお断りする場合がございます。 

事前予約はこちらから 
（区ホームページ） 

mailto:setagayaspot@jmty.jp
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 「 粗 大 ご み 」 は 、  

計 画 的 に 、 正 し く 出 し ま し ょ う 。 

資源・ごみカレンダー    区 HP 

○！  粗大ごみ収集の詳細は、「資源・ごみカレンダー」

または区のホームページをご確認ください。 

粗大ごみとは… 
一辺の長さが 30 センチ
メートルを超えるもの 

▶ 粗大ごみを出す 方法は 2 種類です。  

自宅前の収集 ・・・自宅前など排出場所を確認してください。 

申込みから収集まで最大 4 週間程度 

直接持ち込む ・・・「船橋粗大ごみ中継所（船橋 7-21-15）」へ持込み 

申込みから持込みまで最大 9 週間程度 

〉〉 注 意 〈〈 

申込みをしてから、 

粗大ごみを預けるまで 

日数を要します。 

世 田 谷 区 粗 大 ご み 受 付 セ ン タ ー  

▶ 粗大ごみの廃棄は、ご自身で 手続きしていただく必要があります。  

廃棄の際は、受付センター へお申し込みください。申込み方法は 2 種類です。 

または 
03-5715-1133 
※月曜日～土曜日（午前 8 時～午後 9 時） 

インターネット 電 話 

 

 

申し込みから収集までの流れ 

①粗大ごみの名称・大きさ・数量を確認する。 

②粗大ごみの排出場所を確認する。 

③インターネットまたは電話で申し込む。 

④コンビニエンスストア等で 

世田谷区の粗大ごみ処理券を購入する。 

⑤世田谷区の粗大ごみ処理券を貼った粗大ごみ

を排出場所に出す。 

※収集当日の午前 8 時までにお出しください。 

※収集当日の立ち合いは不要です。 


